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研究テーマ④
食と健康の

グローバル・スタンダード

研究テーマ③

メガベントスの生物特性を
活かした高機能資源創出

グ ル タンダ
構築のための研究開発

活かした高機能資源創出
のための研究開発



研究テーマ３：メガベントスの生物特性を活かした高機能資源
創出のための研究開発

ターゲット：海藻とホタテ
食品素材（サブテーマ１）食品素材（サブテ マ１）

 食経験のある褐藻とホタテ卵巣
 低 スト 高付加価値 汎用性に富み 分子レベル 低コスト・高付加価値・汎用性に富み、分子レベル
での科学的エビデンスに基づく高機能食品素材の
開発開発

バイオマテリアル素材(サブテーマ２）

 サブテ マ１で排出される低利用部分 サブテーマ１で排出される低利用部分
 未利用・低利用海藻とホタテ貝殻の活用
 生物反応（酵素反応）や物理的処理を活用した高機 生物反応（酵素反応）や物理的処理を活用した高機
能素材の開発



白色脂肪組織
（健常ではエネルギーの貯蔵と放出）

これまでの
研究成果

肥 満

脂肪蓄積
予防

抑制

研究成果

アデ ポサイトカイン

肥 満

慢性炎症

予防

アディポサイトカイン
の産生機構の破綻

インスリン

制御

メタボリックシンドローム

（糖尿病・高脂血症・高血圧症の併発）

イ リ
抵抗性

改善 （糖尿病 高脂血症 高血圧症の併発）

心疾患・脳血管疾患（死因の上位）

改善

作用機構の作用機構の
解明解明心疾患 脳血管疾患（死因の上位）

キサンチンに抗肥満作用（内臓脂肪の蓄積抑制）フコキサンチンに抗肥満作用（内臓脂肪の蓄積抑制）
および抗糖尿病作用（血糖値改善）を見出した



肥満脂肪組織の質的変化（リモデリング）
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成果：フコキサンチン摂取は脂肪組織への炎症細胞の
浸潤を阻害する
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600 糖負荷試験

成果：フコキサンチンによる血糖値改善効果
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成果：フコキサンチンの血糖値改善機構

筋肉組織 インスリン 細胞膜移行の活性化
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筋肉OCOCHHO

成果：フコキサンチンの機能と分子機構解明
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素材 簡単な 次処理

海藻の全量利用

素材の簡単な一次処理
（素材重量を約1/20程度
に；機能性成分濃縮）

バイオアバイラビリティー

に；機能性成分濃縮）

水溶性成分

バイオアバイラビリティ
ニュートリゲノミクス解析サブグループ２へ

水溶性成分

・バイオポリマー素材
機能性食品素材の開発
（10 kgオーダーでの調製
に成功）

・水溶性食品機能素材
に成功）

高付加価値・汎用性に富

函館地域でのウガノモク生産能力は約1000トン（乾物重量）

高付加価値・汎用性に富
む機能性食品・エネルギー原料

函館地域でのウガノモク生産能力は約1000トン（乾物重量）
この場合のCO2吸収量は1140トン (1000x31.1/100x44/12=1140)



ホタテがターゲット

ホタテガイは北海道の代表的な水産物であり、オホーツク海
沿岸や、噴火湾で多く水揚げされ、その量は年間40万トン以
上にもなる。
貝柱 ⇒加工食品など
貝殻 ⇒土壌改良剤、チョーク、カルシウム補強剤など貝殻 土壌改良剤、チョ ク、カルシウム補強剤など
うろ、卵巣 ⇒廃棄処分

貝殻はホタテ重量の半分を占め 廃棄される量が膨大なため 様々貝殻はホタテ重量の半分を占め、廃棄される量が膨大なため、様々
な利用法が考案されているが、機能性に優れた素材の開発までに
はいたっていない。

卵巣はウロと異なり食材としても用いられるが、そのほとんどが廃棄
されている。ホタテガイ卵巣脂質にはオメガ３高度不飽和脂肪酸
（ω3PUFA）が多く含まれ、カロテノイド（ペクテノロン）も多く含まれて
いる

ホタテガイの貝殻と卵巣の機能性素

いる。

ホタテガイの貝殻と卵巣の機能性素
材としての活用

生殖巣



成果：ホタテガイ卵巣カロテノイドの抗炎症作用
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炎症を基盤とする疾病に対して
予防・改善効果が期待


